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メーターの簡単な使い方

iロルtす る前に,tす 11方 力・カメラ|:ス、イ|`:′ ィ
ル′、の|よ 光1芝 数1`1(SSな ず,100)イ IJJベ

てASA窓 にセントして下さい。,'(に itり j夕・

イヤルを廻わしてダイヘ・ルの中′しヽに
`l,り

にす

功tポ ッチにマノLチ フ fフ レターを開した‖|は ロ

のマークを、 用いた時には自 を、マルチフィ
ルターを llい てアンプを出した時には■のマ

ークを合わせて ドさい。
そして受光部を被写体に向けますと窓の中の

1片針が振れますか
')、

外側のダイヤルをIFllわ

してガイドマークを指針の_Lに 重ねます。
これだけの操作で絞 りとシャッタースピード
がriら れますから、被写体に応 した糸1合わせ

をカメラにセットすれば良いゎけです。

セコニツクオー トリーダーH型 について

セコニ ック オー トリーダーH tt Mode1 99は 反射光線式三段切換 でマルチフイル

ターの開閉により低照度 と高照度が測定出来、しか も非常 に‖占い場合にも測定出来

るようにオー トアンプがビル トインされてお りますか ら、測定可能範囲は極めて広

くLV5～ 18迄測定出来 ます。 しかもガイドマー クによる追掛け方式を採用 して

いるために測定が非常 に簡単な操作で出来る最 も手頃な露 :Lメ ー ターです 6

性能

●反射光線式三段切換  オー トアンプ内蔵

●測定可能範囲 LV5(Fl.4で %秒 )～ 18

0/7・ イ ドマー クによる追針式の採用

●ASA目 盛  1～ 12,000

0DIN目   9～ 42
0絞 り目盛  Fl～ 22
0シ ャッター目盛 8秒 ～ン編秒

OLV目 盛 2～ 19
0シ ネ単独目盛付き



オー トリーダー II型の使い方



ライトバリュー

ラ イトバ リコーーシステノ、プ,シ 、 ターflカ メ

ラをお11ち の ケ|よ ラ イトバ サ: ||よで露 |11

を

'た

ちLさ ノLる ヒJ「 常 11「[千りで 1. れ叫,t方 ,去 |ま

普 iШ とIJし て、た イヽ+メ ,ブ tた ラ ィトバ リュー

及111を カメラllセ  ト 1る だけで す.′即 ち、

ライトパ リ」 ― 及 111が 10を 示 した時 lllま カ

メラのライトバ リコー H盛 ノ)It irlも loに セ

ットして 卜さい。こう |メ II破
′
与:|イ (″ )状

iサιに

よってカメラの十kり をF2に すれ II、 シャ ノ

ター スピー ド|ま |:1動 的にκ Orケ ヒな り、またF
28に itり とハ|=シ ャッターフヒードは|'1動 的

|ニ リ115秒 11セ ツトされます。1/女」にシ|プ ター

スビー ドの「′プを)ィ6秒 にセ ントうれはitり は,上

動 して F411な ります。又 %0秒 11置 きかえ

ればitり はF14に 開 きます。EVは エック

スポジヤー、バ リューの訳でライトバ リュー

と同じ:む 味で 1)り ます。ア メリカで |ま ライ ト
バ リュー′,こ とをエ ックスボヂヽ―・バ リュ

す と呼んでいまケ。

カラー撮影について
カラー撮影に露出メーターはなくてはならな
いものです。モノクローム (白 黒)フ イル′、
はある程度のラチチュー ド (寛容度)も あり
ますが、カラーフイルムはこれが極めて少な
く、従って住かの露出の過不足があっても美
しい色は再現出来ません。カラー撮影の1:)合

の11定 方法はこれと云って特別にありません
が、た フゞィルムの感光度を指定通り (フ

`ルムの説明書に書いてある通り)iF確 にセ
トすることだけであとはモノクロー′、撮影と
全く同じです。カラー撮影の場合は普通明る
い部分が露出の基準となります。またり]‖音の
コントラストを光源の調lilや レフの使用によ
り、 1:4以 内にすれば更に美しい色調の11
んだ写真を撮ることが出来ます。即ちカラー
撮影の場合は特に被写体のライトバランス:ニ

注意して下さい。例へば人物を撮る場合はハ

イライトの音6う卜を測って F8・ ,40秒 て1)っ た
らシャドウの部分はF4・ %。秒以|'Jの 明るさ
がないとシヤ ドウの部分の色は美しく出ませ
ん。 このようにカラー撮景多のナ場合には1支写体
の明暗コントラスト (ラ イトバランス)も 露
出と同様に注意 して撮影すれば 層美しい写
真を撮ることが出ltま す。



人物撮影の場合 風景の場合
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ポー トレー トの場合 と,菫 いスナ /ブ撮影で |ま

被写体は常に動いているもの と考えて もよい

て しょう。このような場合、例えは街頭など

で良い被写体が見つか り早速 メーターを取出

して露出を測るべ くlr4写 体に近ついていった

のでは良いスナ ,ブは撮れませ /tし 、そうか

と云って適 11露出でな くては切角の十 イスシ

ヨ・ 卜も台無 しになって しまいます。 こんな

場合はllt影 位置で風景といlし ‖1リ ケをして下

さい。た ・ヽ切 りつめる必要 |ま 1)り ませ′t`ス
ナ ブてもビルの谷間のような場IFで 被写体

に空が人「,な ヽヽ とき|二 は、 メー ター受光部 を

被写体の中心に直接向けて特に受光部 を下に

向 |す る必、要はありません。ス■ プのよう11

被写体に近寄れない時に 1ま 代用測定するの も

つの り∫法です.そ の上場
/i枝 7j体 によく似た

色合をもつ物体 |ニ メー ター受光部を向 |す て測

りその露出1直 をカメうにセ トしてス+/プ
しても差支えあ )ま せん t

■

ｙ

例 えば前に1■ べ ましたま i l、  111)手 、)ひ

ら等 |よ ス十 ′ブの時十二|ま JI:常 にイロllな 役割 を

果 して くれますか、出 ホ′[|ま 伊「 4:|モ リ1板 をご

使用になればこ′しにこしたこと|二 ■さいませ

ん。 しか し、代 11]測 定 さ,tる |テ ::は ,ビ ずヽl■4写

体 とIJし 七十it状態の もとで11'こ することに御

注意 ドさいて ノ、ll」 をilllli:や す ≒t色 な 生の乱反

射の多い1場 niで ス十 'す る Lき , ス十 ′ブ

ではぃ くr,、 物撮十′L云 えどもl二 十 t,て J‖lる

ことは lliオこませ′しから、撮け夕1、L Fil,,メ ー タ

ー受光 15を 11'メ 体 |二 F」 :キ
´
I111'ま 十 しっ・し

その際 メー ターで得ち,tt露 |||『 1し ')ltり を ―

f☆ 開けるか、 1文 |ま シ :   ターースヒ'――ドを  段
i星 く して ドさt,= fl」 えIJ、 F8で ,40秒 て撮景タ

して下 さ、ヽ. 二′tiま ネt2テ 1卜 を ビリ円んでヽヽる

まわ |)の 舌し反財|、 (I「 面や水面等の Iて ,1)力 ,

F)2、要以 11十 二強い光+11,ヽ ´´
Iく るのを補正

するためて 十_

“
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こ
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逆光のもとでの撮影には次のよ

うな写 し方があり、その写 し方

によってメーターの測り方が違

って来ます。

A被写体 を逆光でシルエッ トにするとき

メーター|■ 光部をバ クの明るヽヽ空など1二 向
(す て,1り 、そのオ旨示す重

'で
1最 け夕して 卜

=い
つまりを,出 |ま バ ′クの「月るい|_線 11イン ,｀ ′

たわ|十 てす■,,,、  ll Ⅲt rl`支
'メ

千本社卜,III(t lll モ

なるため真」11な シ レエ ト十二 十 11

B逆光下 で被写体 を描写 す るとき

′ ―クー受た部を被写体の畔部に近す|十 て‖|

イ,,、  |え |ま ||'中 :|ズ リ|‖ 〔を
't'ji f本

ピ1司 しような

|」 ii状 態 |二 して
'1'i「

 この際パ クの光

t lLttit iか /― ター ニ少 してもア、.,``ュ ょう

| ししな 十れはなりませ′t

したい とき

メーター受光部 を最 lKlに 被写体 8音 部 二向 :す て

測 り、次にバ  クの同月るさを11り ます。パ ィ

クの11り 方 |ま 風景の場合 と同 しように して下

さい。この ■つの 打法 (1よ って得メ′′した中間

値で撮影 して
~「

きい。 し1,し ll14写 体を測った

1直 とバ  クをI刊 う tl直 ヒコン トラストが 1:
16以 l17‐9時 二ま油:ち

`う
描写 |二 円難です。



非常に暗い場所での測陀方法 シネ撮影の場合
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セコニック標準反射板について

被写体の反射光線の明暗の平均を簡単に得る

ためには標準反射板を利用すれば便利です。

標準反射板は反射率 18%の無彩色に塗られ

ているものですから、どんな状態の光線の場

合でもその時の光線の 18%よ り反射して来

ませんから、いつでも標準の値、つまり平均

した値が得られるわけです。この反射率 18

%と 云うのは全ゆる被写体の反射率の平均を

とったもので、明暗各種のコントラストがあ

る場合には簡単に中間の値が得られます。使

い方は標準反射板を被写体の面に正 しく平行

にして約 10c"の 間隔で反射光線式メーター

で測り、その値をカメラにセットすれば良い

ゎけです。カラー撮影の場合、カラーフィル

ムは白黒フイルムと根本的にその性質が異り

反射率の違う各部分の色をそのま 発ヽ色させ

るわけですから、平均 した値である標準反射

板で測定 した方が良い結果が得られます。

/藤亀



接写の場合の露出の求め方

指示絞 り値 ×レンズ こフイルムの距離

フイルター を使用す るとき

十一トリーダ H]1に はフイノし夕 |ドi及 ‖喘か ,́い ていま11ん か
')

共■メ ―ヽ夕  によりヽ ltめ た,IIII I二 tl L~〔 、 フイ′しターーメ ーカ  カ:指

」ヽ している露|li{″ 数を11卜 けて1カ :リ タにて 卜さい1'1え はY2の ノイル

ター露出倍数 2倍 の時、メータ 」ヽF示 が
「

8、 ス0千少のオリ作11は

%0本少X2=ン往不少となり
「

8%5不少で111‖多ヒて
~ド

さヽヽ

実効絞り値 =
レンズ表示焦点距離
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露出メーター保存上の注意

1.温気の多いところへ長い間放置しないようにして下さい。

2.摂氏60度以上の高温を与えないようにして下さい。

3.急、な衝撃を与えないようにして下さい。

4.長い間使用せずにしまって置く時は、革ケースより取り出し、

桐箱等にシリカグル (防湿剤)と 一諸に保存して下さい。ただ

し金庫や金属の容器への保存は避けて下さい。

セコニックはアフターサービスに特に重点を置いておりますから、
いつまでも安心してご使用になれます。本メーターのパッケージに
同封してありますファンカードにそれぞれ記入事項をお書き込みの
上、直ちに弊社サービス部宛お送り下さい。ファン名簿 (登録台帳)

に貴方のご氏名を記載の上早速登録通知書をお送り申し上げ、この
日よリー カ年の間メーターが自然に工合が悪くなりましたら無料で
修理申し上げます。


